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本許可証は、火災の危険性が低いあるいは中程度の施設での利用を意図したものであり、より火災の危険性が高い環境には適しません。

リスク・エンジニアリング・サービス
火気使用作業許可証キット

どのような場合に、この許可証を使用し
ますか？
火気使用作業を行う場合は、作業の理由
や作業にかかる時間の長短に関わらず、こ
の許可証が必要です。

火気使用作業には、以下のような作業が
含まれますが、これらに限定されるもので
はありません：
̤ ̤溶接、はんだ付け
̤ ̤裸火による作業
̤ ̤トーチランプによる屋根工事
̤ ̤トーチランプによる配管工事
̤ ̤研磨、切断
̤ ̤火花や熱が生じる可能性のあるすべて

の作業

作業区域が火気使用作業のために設計さ
れた専用の区域である場合は、許可証は
必要ありません。その部屋は、以下の基準
を満たしている必要があります：
̤ ̤断熱材を含め、収容物や構造物が完全

に不燃である
̤ ̤床面まで届く溶接防護シートや不燃性

の頑丈な隔壁によって、その部屋と他の
区域とが隔離されている

̤ ̤引火性・可燃性液体は、認可された専
用の金属性キャビネットに保管されて
いる

̤ ̤計画的かつ定期的な整理整頓および点
検を実施し、基準が遵守されているこ
とを継続的に確認している

誰がこの許可証を発行すべきですか？
組織内から適格な人物を選定し、火気使
用作業の承認を行う許可証発行者に指名
する必要があります。

許可証発行者として選定される人物は、少
なくとも消防設備に関する知識を備え、火
気使用作業や発火源のリスク、火気使用
作業中の危険の軽減方法について理解し
ている必要があります。

契約業者、臨時スタッフ、第三者（外部）
の従業員を、許可証発行者として選ぶこと
はできません。

許可証に記載された予防措置の実施
すべての予防措置が講じられていること
を許可証発行前に確認することは、許可
証発行者の責任です。作業担当者は、署名
済みの許可証に定められている合意済み
のすべての予防措置を維持し、安全な火
気使用作業条件を確保する責任を負いま
す。

作業条件に変化が生じた、あるいは、予防
措置が適切に維持されていないことを許
可証発行者が確認した場合、作業を中止
しなければなりません 。

なぜ、この許可証を使用するのですか？
火気使用作業は、発火から火災に発展す
る可能性のある、主要な火災原因のひと
つです。こうした火災はスプリンクラーや
消防署によって鎮火されたとしても、煙や
水によって大きな損害が生じることがあり
ます。

より大きな脅威となるのは、火災を消し止
めることができず、火災が施設全域に広
がり、その結果として施設が全焼してしま
う場合です。

こうした火災による損害は、すべてではな
くともほとんどの場合において、安全な作
業方法や火気使用作業の厳格な指針があ
り、それらを管理者や従業員が遵守してい
れば、防げたはずのものです。

許可証は、請負業者、従業員、および許可
証発行者に対して、守るべき一連の事項や
予防措置を明確に示し、本来起こり得な
い火災の発生を防止するためのもので
す。

施設、建物、工場が、明日もきちんと稼働
できるよう保証することは、今日の作業に
携わっている全関係者の責任です。

新規許可証有効な許可証
火気使用作業前
̤ ̤全関係者が火気監視員や定期モニタリ

ング時間などの要件について承知して
いることを確認します。許可対象の作
業が、定期モニタリング時間も含めてす
べて業務時間終了前に完了するよう計
画を立てます。

̤ ̤当該区域のスプリンクラーやガス系消
火設備が使用不能でないことを確認し
ます。

̤ ̤火気使用作業区域の直上に設置されて
いる火災感知器が誤作動する危険があ
る場合は、その火災感知器を遮断して
もかまいません。

̤ ̤専任の火気監視員に専用の消火器が準
備されていることを確認します。

̤ ̤作業担当者が火気監視員を兼ねること
はできません。

火気使用作業中
̤ ̤常時、許可証が火気使用作業区域に掲

示され、且つ有効な許可証ポケットに
保管されていることを確認します。

̤ ̤火気使用作業中、休憩中、作業終了後
60分間は、火気監視員が消火器ですぐ
に対応できる状態で、常時待機しま
す。

̤ ̤許可証の有効期間中に作業条件や環
境に変化があった場合、火気使用作業
を停止するとともに、許可証発行者は、
許可を終了し、必要に応じて許可証を
再発行する必要があります。

̤ ̤許可証の有効期間は1営業日に限られ
ます。その日の業務時間終了前にすべて
完了し、許可を終了する必要がありま
す。

火気使用作業完了後
̤ ̤60分間の火気監視、および、定期モニ

タリング時間（下記参照）を完了しま
す。

̤ ̤作業中、自動火災報知設備（火災感知
器）を遮断していた場合は、その遮断を
解除します。

許可の終了
以下の場合に、許可証は終了します：
̤ ̤作業後の火気監視および定期モニタリ

ング時間の両方が終了している。
̤ ̤許可証発行者が火気使用作業区域の

点検を完了し、記入済み許可証の両方
の部分を受領している。

̤ ̤許可証のすべての項目、日付、時間の記
入が完了し、署名されている 。

定期モニタリングの最低時間定期モニタリングの頻度

当該区域内およびその上下
階のリスク評価

当該区域の建材が不燃であ
る

当該区域の建材が可燃であ
る

当該区域における煙また
は火災の感知状況

最低モニタリング頻度

収容物および設備が不燃で
ある

60 分90 分火災感知器が稼働中当該区域を最低30分ご
とに巡回

収容物または設備が可燃で
ある

90 分180 分火災感知器がない、また
は停止／遮断中

当該地域を最低15分ごと
に巡回
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リスク・エンジニアリング・サービス
火気使用作業許可証キット
ろう付け、切断、研磨、はんだ付け、トーチランプによる屋根工事、溶接など、裸火
を使用する、または、熱・火花が生じる作業を行う場合は、火気使用作業許可証
が必要です。

有効な許可証：許可証が下部に収められている場合、火気使用作業を実施してい
るため、すべての予防措置が講じられていなければなりません。また、消防設備
が稼働中であり、火気監視員が監視を実施し、使用可能な消火器が用意されて
いなければなりません。

新規許可証
使用していない許可証はすべて、下のポケ
ットに保管します。

使用済み許可証の保管
使用済みの許可証はすべて、監査や点検
ができるよう、所定の場所に保管してくだ
さい。許可証の2枚とも必ず保管してくだ
さい。

許可証の再注文
許可証は、スイス損害保険会社のリスクエ
ンジニア、アンダーライター、または保険
ブローカーを通じて再注文できます。

許可証が緊急に必要な場合
スイス損害保険会社のリスクエンジニアま
たはアンダーライターを通じ、当社のデジ
タルコピーから、許可証のコピーを印刷し
ます。

デジタル許可証の印刷方法
許可証のページ全体を標準的な用紙に印
刷します。印刷した許可証を、示されてい
る線に沿って、ふたつ折りにし、ふたつに
切り離します。

デジタル許可証にはカーボンコピー機能
がないため、すべての記載事項を許可証の
両方に確実に転記するようにしてくださ
い。

許可証の発行
 火気使用作業の許可証発行者のみが許
可証を発行することができます。以下の手
順に従ってください：
̤̤ 新規許可証を用意し、全項目を記入し

ます。
̤̤ 許可証を有効にするすべての予防措置

を現場で確認します。
̤̤ 許可証を切り離し、許可証の1枚目を下

のポケットに入れます。
̤̤ 火気使用作業区域に、許可証の2枚目

を掲示します。

火気監視と定期モニタリング
火気監視は、火気使用作業中、休憩中、作
業後のすべてで必要です。その後、定期モ
ニタリング時間を設け、再着火やくすぶり
の可能性がないかチェックする必要があ
ります。

火気監視時間は、最低60分間とします。
適切な定期モニタリング時間を決定する
ためには、リスク評価が必要です。下表を
ご参照ください。

火気使用作業区域
火気使用作業場所から半径10mの範囲
は、非常に重要な区域です。作業開始前
に、すべての可燃物、引火性液体、爆発性
雰囲気を確実に取り除くことが重要で
す。

使用環境に対する考慮
許可証を屋外または湿度の高い環境で使
用する場合、許可証をプラスチックのカバ
ーまたはホルダーに封入し、作業区域に
掲示します。


